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千葉中央 メディカルセンター 
令和 4 年 4 月 20 日 ニュース 第 79 号 

２０２２ 年    院 長 新 年 度 あ い さ つ     

 

初 期 研 修 医 
①氏名②出身大学/卒年 

１年次 
（令和 4 年 4 月就任） 

２年次 
（令和 3 年 4 月就任） 

スイセン ／当院旧館機械室裏 手 

１面 ： 院長新年度挨拶    ２面 / ３面 / ４面 ： 常勤医師紹介 

◆当院へのご意見・ご要望は 総合相談サービスセンターにお寄せください。043-232-3691㈹ 

CCMC ニュース 79 号 

< 編集 > 広報委員会 
https://www.ccmc.seikei-kai.or.jp/ 

４月１日（金）、誠馨会グループ「千葉中央看護専門学校」において当院の入職式が執り行われました。

今年度は、研修医、看護師、看護助手、臨床工学技士、薬剤師、理学療法士、言語聴覚療法士、ＭＳＷ

合計５４名のフレッシュな仲間たちを迎えることができました。皆さまどうぞよろしくお願いします。  

①古賀 大輝 
②福島県立医科大/令和3年卒 

①重田 悠登 
②秋田大学/令和 3 年卒 

①土屋 太一 
②千葉大学/令和 3 年卒 

①中村 賢史 
②埼玉医科大/令和 3 年卒 

①八田 宗粋 
②千葉大学/令和 3 年卒 

新型コロナの新規感染者数は少ない方が

良いし、致死率は低い方が良いに違いな

い。だからといって、外出自粛は善であ

り、人との交流は悪なのか。人々の生活に

かかわる仕事はエッセンシャルで、そう

でない仕事は不要不急なのか。 

 

私たちは、数値に基づいて科学的に世界

を理解することが正しいと考えていま

す。 でも、その一方で、生き甲斐、運命、

絆といった統計や自然科学とは相いれな

い言葉を手放さずに生きているのです。 

 

「日本人の平均寿命は 84 歳で世界一、長

生きは良いことだ」とみんなが胸を張り

ます。でも、それより短い人生の人はたく

さんいます。その人たちの生は、平均より

長く生きた人たちより価値がないかと問

えば、おそらく誰もがそんなことはない

と答えるはずです。長寿は医療が目指す 

Illustrated by Kazumasa Fukuda 

べき善であると言いながら、心の底では

「人生は長さではなく、どう生きたかだ」

と思っているのです。 

 

千葉中央メディカルセンターはこの４月

で開設 40 周年を迎えました。これからも

地域医療を担う病院として、10 年先、20

年先まで生き続ける覚悟です。そして、そ

の歳月は単なる時間の経過ではなく、地

域の皆さんや多くの職員と共に生きた痕

跡を宿す厚みのあるものでなければなり

ません。 

 

私たちは、「信頼と奉仕」の理念のもと、

科学的な根拠に基づいた確かな医療を実

践しながらも、かけがえのない個人の唯

一の生に対する畏怖の念を忘れずに、こ

れからも皆さんの健康と安心を支える病

院であり続けたいと思っています。 

2022 年 4 月

 
院 長 福田 和正 

①岩波 佑典 
②福島県立医科大/令和4年卒 

①垣花 学 
②琉球大学/令和 4 年卒 

①木内 くるみ 
②北里大学/令和 4 年卒 

①村蕃 龍一 
②千葉大学/令和 4 年卒 

①渡部 憲 
②千葉大学/令和 4 年卒 

 旧館１階総合相談センター前にレンタル絵画のギャラリースペースを開設‼ 

旧館１階３９総合相談サービスセンター前に

今年の１月からレンタル絵画のギャラリースペー

スを開設しました。厳選されたアーティストの原画

を常時５～６枚展示していきます。３カ月ごとに展

示作品が変わりますので、お好みの絵画作品を

見つけてみませんか？ 

 

～  新年度に思うこと  ～ 

（しーしーくんとえむしーちゃん、2015 年 1 月 1 日－） 

千葉市若葉区出身。 

落花生から生まれた「信頼と奉仕」の化身と言われている。 

名前は髪型に由来する。 

 

 

出典：フリー百科事典『ウキウキペディア』 

 

＜患者さまの権利と責務＞  
  人は病気になっても、人間としての尊厳が守られなければなりません。 
 従って、医療を受けるにあたり、患者さまは以下の権利と責務があります。 
   1.自分の病気の事を知る権利／2.医療を受ける事を決める権利 
   3.安全が確保され現時点で最良の医療を受ける権利 

  4.意見や苦情を申し立てる権利／5.プライバシーが守られる権利 
   6.医療従事者と共に医療に参加し協力する責務 
  私たちは以上のことを尊重し医療を行います。 

<理  念> ｢  信  頼  と  奉  仕  ｣   
<基本方針> 
 1.患者の権利を擁護し､公正な医療を実践します 
 2.教育･研修を推進し､医療の質の向上に努めます 
 3.信頼関係に基づいた安心･安全な医療を提供します 
 4.職員が喜びと誇りを持って働ける職場づくりを目指します 
 5.医療連携の充実を図り、地域の保健活動に貢献します 
  

◆◆◆  編集後記  ◆◆◆ 

明治９年から約 140 年間、２０歳と定められていた成年年齢が、４月１日から 18 歳に引き下

げられました。この民法改正により、18 歳からはクレジットカードをつくる、ローンを組む、一人

暮らしの部屋を借りる等の契約が親の同意がなくてもできるようになります。一方、お酒やタバコ、

公営競技に関する年齢制限は、今まで通り 20 歳以上ですのでお間違えなきよう。ちなみにこの４

月１日から新成人となるのは 2002 年 4 月 2 日から 2004 年 4 月 1 日生まれ、それ以降は 18

歳の誕生日を迎えた時点で成人となります。 

当院は 40 年前に加曽利病院としてこの地に開設し、2004 年３月に現在の「千葉中央メディカ

ルセンター」に名称変更して今年で満 18 年となりました。新成人の気持ちに立ち返り、地域の中

核病院としての使命に応えてまいりますので、これからもよろしくお願い致します。 


